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Ⅰ．はじめに
　2006年日本における外国人登録者数は約208万5,000人
で過去最高を更新し，わが国総人口の1.63％を占めてい
る。また，在日外国人母の国籍別出生数において，フィ
リピン出身の母親による出生数は，韓国・朝鮮，中国に
次いで多く，全体の22.0％（2001年）を示している１）。
　在日外国人は自身の生育過程において培われた文化を
もち，さらに現在暮らしている地域の文化に適応しつつ
あるため，在日外国人のもつ文化は母国と現在の居住地
域の文化が混在し，そのありようは個々人によって異な
ると考える。筆者の行った先行研究２）において，フィ
リピン出身の在日外国人女性は，妊娠，出産および育児
において母国と日本との文化の違いから様々な困難を感
じていた。
　在日フィリピン女性への育児支援に焦点をあてた先行
研究は極めて少なく，在日外国人女性に対する育児支援
の実践報告や事例研究に留まっている３）ため，在日フィ
リピン女性への育児支援を明らかにする必要があると考
える。
　そこで，在日フィリピン女性への育児支援を明らかに
するための手がかりとして，在日フィリピン女性が二国
間文化の違いを経験するなかで，自分らしい妊娠，出産
および育児の実現を損なわせているジレンマの特徴を当
事者の立場から明らかにすることは，フィリピン女性の
主体性を重視した育児支援を行うために必要である。そ
のために，フィリピン女性が妊娠，出産，育児において
経験しているジレンマの特徴を検討するための研究枠組
みを明らかにする必要があると考え，本研究に取り組ん
だ。
Ⅱ．研究目的
　在日フィリピン女性の自分らしい育児を重視した育児
支援を行うために，日本において初めて妊娠，出産およ
び育児を経験するフィリピン女性の抱えている，妊娠，
出産および育児に伴う母国と日本の二国間文化における
ジレンマの特徴を検討するための研究枠組みを開発す
る。
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　本研究の目的は，在日フィリピン女性の自分らしい育児を重視した育児支援を行うために，在日フィリピン女性の抱えて
いる，妊娠，出産および育児に伴う母国と日本の二国間文化におけるジレンマの特徴を検討するための研究枠組みを開発す
ることである。
　方法は，まず文献検討により，ジレンマに関連する概念と，妊娠，出産および育児に伴う二国間文化のジレンマの発生や
対処に関連する要因を検討し，両者を統合して理論的な枠組みを構成した。次に，理論的に構成した枠組みの真実性と具体
性を高めるために，育児中の在日フィリピン女性３名を対象にしたインタビューデータを，理論的に構成した枠組みを用い
て帰納的に分析し，枠組みを実証的に再構成した。
　結果，以下のような研究枠組みが開発された。「二国間文化のジレンマの原因」が「二国間文化のジレンマの認識」に影
響を与え，「二国間文化のジレンマの対処」が行われ，これら３つの概念に本人，家族，友人・知人および医療職者の側面
による要因が関連していた。また，「二国間文化のジレンマの対処」の結果，「心身に及ぼす変化や，生活行動および健康に
きたしている状態の変化」が起こっていた。さらに，「心身に及ぼす変化や，生活行動および健康にきたしている状態の変化」
により，育児に対する自信や新しい気づきなどの「体験の意味づけ」が新たに導かれた。「体験の意味づけ」は本人の要因
にフィードバックされ，本人の資源として蓄積されていた。
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Ⅲ．用語の定義
　「妊娠，出産および育児における二国間文化のジレン
マ（以下，二国間文化のジレンマ）」を，「生育過程で培
われた母国の文化を習得している成人が日本に移住する
ことにより，日本の文化において新たに経験する事象の
なかで，異なる２つの文化による相反する２つの事象の
間で，対象がそれらの事象に折り合いをつけるにあたり
困難を感じ，生活行動や健康に支障をきたす状態，もし
くはその可能性がある状態」と定義する。
Ⅳ．研究方法
　在日外国人女性への育児支援に関する先行研究はこれ
まで，育児上のストレスや不安という点から追求されて
きた４）５）。本研究では，在日外国人女性が経験する育児
上のストレスや不安を，在日外国人女性が背景にもつ母
国と日本の二国の文化の間で経験するジレンマとして位
置づけ，その生成の過程に焦点をあてる。
　中尾６）は，ジレンマを「基本的に２つの事象が互い
に拮抗することにより，対象が行動に移すことのできな
いという構造をもった心的阻害現象である」と定義して
いる。また，ジレンマとは，葛藤と同義語として用いら
れることが多く，葛藤はストレスのなかに包含されるこ
ともあり，同義で用いられることもあると述べている。
　そして，Lazarusらにより，ストレスに対するコーピ
ングとして対処が位置づけられ，研究が進められてきた
背景がある７）。
　本研究では，対象が妊娠，出産および育児において，
自身のジレンマをどのように認識し対処していくか，こ
れらの認識や対処にどのような要因が関連しているかと
いう特徴を検討するための枠組みを導こうとしている。
前述の中尾８）による見解から，ジレンマもストレスの
なかに包含されると考えられることと，対処がストレス
に対するコーピングとして研究が進められてきた背景か
ら，ジレンマをストレス－対処に関連する概念として位
置づける。
　本研究では，研究枠組みの開発を以下の手順で行う。
まず，ジレンマに関連する概念を理論的に検討し，理論
的な観点から枠組みを構成する。次に，理論的に構成し
た枠組みの真実性や具体性を高めるために，育児中の在
日フィリピン女性を対象にしたインタビューデータを，
理論的に構成した枠組みを用いて帰納的に分析し，枠組
みを実証的に再構成する。
１．文献検討による研究枠組みの構成
　文献検討による研究枠組みの構成を，次の手順により
行う。
①2003～2008年の医学中央雑誌web.版を用いて，「ス
トレス」「コーピング」をキーワードに原著の文献を検
索する。そして，CINAHLのweb.版を用いて，「stress」
「coping」をキーワードで文献を検索し，ストレス－対
処に関連する理論を用いていた文献を抽出する。
②①によって抽出された先行研究で用いられていたスト
レス－対処の関連理論において，ジレンマの概念を理論
的に検討する。
③先行研究から，二国間文化のジレンマの発生や対処に
影響を及ぼす関連要因を検討する。
④②で行う概念の検討と，③で検討する関連要因を統合
することにより，枠組みを構成する。
２．事例を用いた帰納的分析による研究枠組みの再構成
　先に構成した枠組みを用いて対象のインタビューデー
タを帰納的に分析し，枠組みを実証的に再構成する方法
は以下のとおりである。
１）対象
　対象は日本において初めて妊娠，出産および育児を経
験している在日フィリピン女性３名である。また，家庭
生活のなかで母国と日本の文化の違いを経験していると
考えられる，日本人男性を夫にもつ者を対象とした。さ
らに，日本文化への適応途上にあり，また，妊娠，出産，
育児に伴う二国間文化のジレンマを経験し，調査におい
て対象がその経験を想起しやすい条件として，在日期間
がおおむね５年で，かつおおむね３歳未満の幼児を育児
している者という条件を加えた。
　なお，この条件に合う者を筆者の既知である行政保健
師から対象候補者として紹介してもらい，さらに，対象
候補者から知人のなかで条件を満たす者を次の対象候補
者として紹介してもらうこととした。
２）データ収集方法
　半構成的面接法を用いたインタビューによりデータを
収集する。日本語によるインタビューが困難な場合は，
面接場面に通訳者を導入する。なお，許可を得てメモと
録音をし，面接終了後逐語録を作成する。
　調査項目は，①妊娠，出産および育児における母国と
日本の文化の違いにおいて感じた戸惑いや困難，②①で
経験した戸惑いや困難に対する周囲からの影響，③①で
経験した戸惑いや困難に対する対処，④③の対処に対す
る周囲の影響，⑤③の対処結果について，である。
　インタビューは１事例につき２回行う。上記調査項目
について，初回で妊娠から出産まで，２回目は産後から
育児に関してデータを収集する。１事例１回当たりに要
したインタビューの時間は，約65～110分だった。
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３）データ収集期間
　平成19年11月～平成20年４月
４）分析方法
（1）逐語録を熟読し，逐語録から事例ごとに対象が語っ
た，妊娠，出産および育児において生じた二国間文化の
ジレンマの状況を，語りの意味内容を損ねないよう考慮
しながら記録を作成する。
（2）（1）の記録から二国間文化によるジレンマの発生や
対処に関する経験を語っている一連の文脈を取りだす。
（3）（2）から，二国間文化のジレンマの経験ごとに，文
献検討により構成した理論的枠組みに基づいて，枠組み
中の構成概念を示しているデータを抽出する。
（4）（3）で抽出したデータの性質に着目し，構成概念の
用語およびそれに含まれている下位概念の用語を，デー
タの性質に照らし合わせて検討し修正する。
（5）（4）で検討した概念と概念の関係性を検討し，枠組
みを再構成する。
５）倫理的配慮
　対象に文書と口頭で研究の趣旨と方法，匿名性と自由
意志の保証，データの取り扱い等に関する配慮について
説明し，同意書を交わし承諾を得た。さらに，通訳者に
研究の趣旨やデータの取り扱い等について文書と口頭で
説明し，同意書を交わし承諾を得た。千葉大学看護学部
倫理審査委員会にて承認を受けた。
　なお，研究過程において，質的研究と行政保健師とし
ての育児支援に精通した研究者による指導と助言を受
け，研究の信用性と妥当性の確保に努めた。
Ⅴ．結　果
１．文献検討による研究枠組みの構成
①文献検索を行った結果，ストレス－対処の関連理論
を用いていた文献が25件抽出された。これらのうち，
Lazarusらのストレス対処理論９－11）を用いていた文献が
18件，Gelein らのストレス・対処・適応モデル12）を用
いていた文献が３件，心理的危機対処プロセスモデル13）
を用いていた文献が３件，家族ストレス対処理論14）を
用いていた文献が１件であった。
②①で抽出された４つの理論の開発経緯，概念と概念間
の関係性などの特徴を検討した。
　その結果，心理的危機対処プロセスモデルでは，スト
レスの最も増強した状態を表している「危機」に焦点が
あてられていた。
　家族ストレス対処理論は，危機理論の一つとして開発
された経緯があり，家族が様々な家族危機をどのように
対処していくのかを明らかにするものであった。
　ストレス対処理論は，本人のストレスに焦点をあてて
おり，ストレス対処にはストレスに対する本人の「スト
レス評定」が関連していた。そして，出来事の重要性や
信念などの「個人の要因」が「ストレス評定」に，健康
状態や前向きな考え方などの「対処資源」が「対処（コー
ピング）」に影響を及ぼすという特徴があった。
　Gelein らのストレス・対処・適応モデルは，ストレス
対処理論を応用したものであり，「ストレッサー」は本
人の「知覚」を経て「対処過程」によって変化する。し
かし，「対処過程」によって「適応」が達成されると，「適
応」はその後のストレッサーに対する個人の「知覚」を
変えたり，将来用いられる「対処過程」などに影響を与
えるという特徴があった。
　以上のことから，本研究では対象個人のジレンマの捉
え方やジレンマへの対処に焦点をあてるため，ストレス
対処理論を本研究枠組みの理論背景として選定するのが
妥当であると考えた。さらに，ジレンマを克服した場合，
個人の考え方や将来における対処過程などに影響を及ぼ
すと考えられ，Gelein らのストレス・対処・適応モデル
も理論背景に加えることが妥当であると考えられた。
③二国間文化のジレンマの発生や対処に影響を及ぼす関
連要因を検討した15－20）結果，本人，家族，友人・知人
および医療職者の側面による関連要因が明らかになっ
た。
④②で検討した概念と，③で検討した関連要因を統合し，
本研究の枠組みを構成した（図１）。
２．事例を用いた帰納的分析
　帰納的分析のためのデータ収集協力者は３名であり，
その概要を表１に示す。対象の年齢は20歳代後半から30
歳代後半であった。妊娠経過や出産には大きな問題はな
く，児の出生や発育は順調であった。
　対象が経験していた二国間文化のジレンマは，19抽出
された。ここでは，対象が経験していた二国間文化のジ
レンマのプロセスにおいて，前項で構成した枠組みに基
づいて，概念，概念間の関係性について検討したことを
述べる。
１）二国間文化のジレンマの原因
　この概念には，妊娠，出産および育児に伴う母国と日
本の文化の違いが抽出された。各対象が経験していた特
徴的なデータを例にあげ説明する。新生児の沐浴方法の
違いによる児の疾病罹患に対する不安という二国間文化
のジレンマを経験した事例Aから，二国間文化のジレン
マの原因として，新生児の沐浴方法における母国と日本
の違いが抽出された。妊娠期における母国に存在しない
食品摂取の困難性という二国間文化のジレンマを経験し
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た事例Bからは，二国間文化のジレンマの原因として母
国と日本の食習慣の違いが抽出された。また，母国にも
慣習として存在する腹帯を着用しない不安という二国間
文化のジレンマを経験した事例Cも同様に，二国間文化
のジレンマの原因として，腹帯の着用が母国と日本で異
なっていることが挙げられた。
　以上のことから，妊娠，出産および育児において，母
国と日本との文化の違いが「二国間文化のジレンマの原
因」として抽出されたため，本概念は妥当であると考え
られた。
２）二国間文化のジレンマの評価
　この概念には，「問題の受けとめ」，「対処の方針」，「新
しい情報に基づいた問題の再評価と対処方針の再検討」
という３つの下位概念を仮定していた。
①「問題の受けとめ」では，事例Aは，児が出生直後に
沐浴され臍部が濡れている状況を見たとき，児が感染す
るのではないかと不安になっていた。事例Bでは，嫌い
な納豆と刺身を摂取することを大変なことだと思ってい
た。事例Cでは，腹帯を着用しないことによる胎児の影
響に対する不安を感じていた。
　以上のことから，母国と日本の文化の違いによって生
じている事象の自身に対する重大性を受けとめていると
捉えられたため，「問題の受けとめ」として示すことが
妥当であると考えられた。
②「対処の方針」では，実母に児の沐浴の安全性につい
て確認することを考えたり，元気な子どもを出産するた
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図１　文献検討により仮定した在日フィリピン女性の妊娠，出産および育児に伴う
ジレンマの特徴を検討するための研究枠組み　　　　　　　　　　　
表１　対象の属性
項　　目 事例A 事例B 事例C
年齢 20歳代後半 30歳代後半 30歳代前半
調査時の在日年数 ４年３ヶ月 ５年３ヶ月 ２年６ヵ月
出産時の在日年数 １年９ヶ月 １年３ヶ月 １年
出身地域 ミンダナオ島，農漁村地域 ルソン島，首都 ルソン島，農村地域
母国語 タガログ タガログ，英語 タガログ，英語
現在の使用言語 片言の日本語，タガログ 日本語 片言の日本語，英語，タガログ
教育歴 高校 高校 高校
健康保険加入 あり あり あり
職業 なし なし なし
宗教 カトリック カトリック カトリック
家族構成 夫（60歳代）
長男（２歳４ヶ月）
夫（50歳代）
長男（３歳６ヶ月）
長女（１歳６ヶ月）
夫（50歳代）
長女（１歳６ヶ月）
妊娠・出産状況 妊娠経過順調，帝王切開 妊娠高血圧症候群，正常分娩 妊娠中貧血服薬，吸引分娩
出生・発育状況 3480g（妊娠41週），発育順調 2736g（妊娠40週），発育順調 3164g（妊娠40週），発育順調
居住地域 地方中核都市 地方小都市 地方小都市
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めに，納豆と刺身を努力して摂取しようなどのように，
対処の目指す方向性が抽出されたのではなく，具体的な
対処に関する考えや決意などが抽出されていた。
　以上より，「対処に関する考え」と概念を変更した。
③「新しい情報に基づいた問題の再評価と対処方針の再
検討」では，事例Aは，実母に児の沐浴の安全性につい
て確認しようという当初の対処に関する考えによって
「対処」が行われているが，「対処の結果」において，実
母から児の沐浴は禁忌であると助言を受けた。「対処の
結果」受けた実母からの助言を，事例Aは新しい情報と
して得ており，その情報から事象の重大性を再度受けと
めたことにより，児の沐浴に対する不安は軽減しなかっ
た。そのため，対処に関する考えを修正して，夫に相談
し，夫から看護師に児の沐浴の安全性について確認して
もらおうと考えた。次いで，修正した対処に関する考え
に基づき対処した結果，看護師から児の沐浴の安全性に
ついて問題ないと助言を受けた。その助言を事例Aは新
しい情報として得，児の沐浴は安全であると，児の沐浴
に対する問題の受けとめが修正され，児の沐浴を安心し
て実施しようと，対処に関する考えも修正されていた。
　これらのことから，「新しい情報に基づいた問題の再
評価と対処方針の再検討」では，新しい情報を得て当初
の問題の受けとめが修正され，さらに，対処に関する考
えも修正されていた。そのため，「新しい情報に基づい
た問題の再評価と対処方針の再検討」を削除し，「問題
の受けとめ」を「問題の受けとめと修正」に，「対処に
関する考え」を「対処に関する考えと修正」に変更した。
　「問題の受けとめと修正」および「対処に関する考え
と修正」の２つの下位概念が変更されたことにより，こ
れらを包含する「二国間文化のジレンマの評価」の概念
を変更する必要性が生じた。データから，対象は二国間
文化のジレンマとして問題を受けとめ，自身にとっての
問題の重大性に気づいていると考えられ，また，その受
けとめによってジレンマの解決策が考えられていたこと
から，「二国間文化のジレンマの評価」を「二国間文化
のジレンマの認識」と変更した。
３）二国間文化のジレンマの対処
　この概念には，「情動のコントロールによる問題解決」
と「直接的解決策を用いた問題解決」という２つの下位
概念を仮定していた。
①「情動のコントロールによる問題解決」を，事例Cを
例にあげ説明する。事例Cは，腹帯に関連する二国間文
化のジレンマへの対処において，日本での出産経験をも
つ実姉に腹帯の着用について相談することと，健診で知
り合った日本人の知人に相談すること，さらに，腹帯を
着用しなくても胎児に影響がないと考えるという３つの
対処を行っていた。
　これらのうち，腹帯を着用しなくても胎児に影響がな
いと考える対処は，自身の気持ちや心を安定させるため
に，自身の気持ちを問題から回避させることにより，心
理的に安定を図ろうとするものである。
　以上のことから，「情動のコントロールによる問題解
決」を「心理的苦痛の軽減」と変更した。
②「直接的解決策を用いた問題解決」
　上記に示した事例Cにおける，日本での出産経験をも
つ実姉に腹帯着用について相談する対処と，健診で知り
合った日本人の知人に相談する対処は，自身が行動にう
つしてジレンマを解決しようとする対処方法である。
　よって，「直接的解決策を用いた問題解決」を「直接
的解決」と変更した。
　なお，ここでは，「心理的苦痛の軽減」と「直接的解決」
によって，二国間文化のジレンマに対処するための具体
的な方法のデータが確認できたため，「二国間文化のジ
レンマの対処」という概念は妥当であると考えた。
４）対処の結果
　事例Aでは，対処の結果，沐浴実施後１ヶ月間児の健
康状態に変化がなかったため，児の沐浴に対する不安は
消失した。さらに，事例Aのデータを精読すると，対処
の結果，夫や実母の助言を受けながら，自身でジレンマ
に対処できたことによる自信を獲得し，支えてくれた夫
と実母への感謝の思いをもち，さらに，新生児の沐浴の
安全性に対する気づきを得ていた。
　また，事例Bでは，対処の結果，納豆と刺身を好んで
摂取できるようになった。そして，嫌いだった食品を努
力して摂取し好んで摂取できるようになったことによる
自信を獲得し，子どもにも両食品の摂取を勧めるように
なった。また，母体のためによい食品を勧めてくれた夫
と友人に感謝していた。
　ここで抽出された内容は，単なるジレンマへの対処結
果ではなく，自身や児に及ぼしていた変化や，生活や健
康に影響を及ぼしていた状態の変化が表されていた。そ
のため，「対処の結果」を「心身に及ぼす変化や，生活
行動および健康にきたしている状態の変化」に変更した。
　さらに，ここで抽出されたデータは，「心身に及ぼす
変化や，生活行動および健康にきたしている状態の変化」
だけでなく，事例Aでは，自身でジレンマに対処できた
ことによる自信を獲得し，支えてくれた夫と実母への感
謝の思い，さらに，新生児の沐浴の安全性に対する気づ
きが生じていた。事例Bは，納豆と刺身を好んで摂取で
きるようになった自信を獲得し，両食品の良さに気づき，
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さらに，子どもに両食品の摂取を勧奨していた。このよ
うに対象は二国間文化のジレンマを解決し克服しただけ
でなく，そのことによって対象自身に新しい能力が蓄積
されていることが確認できた。
　このことから，「体験の意味づけ」の概念が新たに導
かれた。
５）関連要因
　３事例が経験していた19の二国間文化のジレンマのプ
ロセスに影響を及ぼしていた要因について，構成した枠
組みに示した概念に基づいて検討した。
（1）本人の側面
　本人の側面による関連要因は，９つの下位概念を仮定
していた。本人の側面による関連要因として，年齢，出
身地域，職業，在日年数，教育，経済状況や宗教などは「人
口統計学的条件」として，すべてのデータの基本になっ
ていると解釈された。また，「夫との結婚の動機」と「コ
ミュニケーション能力」が，データから解釈できた。こ
れらの概念は，二国間文化のジレンマの原因や，ジレン
マを認識し対処するときに影響を与える異文化への適応
条件として捉えることができるため，「異文化への適応
条件」と変更した。そして，本人にとっての「出来事の
重要性」，「信念」，「健康状態」，「物事を成し遂げようと
する活力」，「肯定的ものの見方」や，「問題解決のため
の知識と技術」の下位概念もデータから解釈された。
（2）家族の側面
　家族の側面による関連要因は，３つの下位概念を仮定
していた。まず，「夫」の概念では，職業，経済状況，
育児の相談役，育児の情報源，心の支えについて確認で
きた。しかし，仮定していた夫役割の相違は抽出されな
かった。一方，新たに信念が抽出された。「母国家族」
の概念について，育児の相談役のみを仮定していたが，
育児の情報源と心の支えが確認された。「日本人家族」
の概念では，異文化理解度のみを仮定していたが，信念，
育児の情報源と心の支えが抽出された。
（3）友人・知人の側面
　友人・知人の側面による関連要因は，２つの下位概念
を仮定していた。「同国友人」の概念では，育児の相談
役，育児の情報源が確認できた。「日本人の友人」の項
目では，心の支えの他に，育児の情報源が新たに抽出さ
れた。
（4）医療職者の側面
　医療職者の側面による関連要因は，２つの下位概念を
仮定していた。第１の「援助者」の項目では，保健医療
サービスに関する知識，コミュニケーション能力の他
に，異文化理解度，心の支えが新たに抽出された。第２
の「利用可能な育児支援サービス資源」の概念では，直
接的な保健サービス，外国版パンフレット等の活用につ
いては確認できたが，保健医療職者のための研修会，住
民同士による交流会，他機関との連携協働については３
事例では確認できなかった。
６）概念間の関係性
　以上の分析結果を踏まえて，各概念間の関係性につい
て検討したことを述べる。
　まず，「二国間文化のジレンマの原因」が二国間文化
のジレンマを発生させ，それを「二国間文化のジレンマ
の認識」で受けとめ，対処方法を考えていた。そして，
「二国間文化のジレンマの認識」を踏まえて「二国間文
化のジレンマの対処」が行われ，この対処によって「心
身に及ぼす変化や，生活行動および健康にきたしている
状態の変化」が生じ，それを受けて「体験の意味づけ」
に結びついていたことが確認された。
　また，対処によって「心身に及ぼす変化や，生活行動
および健康にきたしている状態の変化」が生じ，その変
化の状況によって，再度「二国間文化のジレンマの認識」
に修正が加えられ，その修正に基づき「二国間文化のジ
レンマの対処」が行われ，「心身に及ぼす変化や，生活
行動および健康にきたしている状態の変化」が生じると
いうプロセスが繰り返されていることが確認できた。
　そして，「心身に及ぼす変化や，生活行動および健康
にきたしている状態の変化」は，繰り返される次のプロ
セスの「二国間文化のジレンマの対処」に影響を及ぼし
ていた。また，３事例ともに，夫や実母などに相談する
という対処を行うことにより，「心身に及ぼす変化や，
生活行動および健康にきたしている状態の変化」として
事例が抱えていた不安が軽減された場合に，夫や実母な
どへの信頼が高まり，その後に生じた二国間文化のジレ
ンマに対処する際，夫や実母などへ再度相談するという
状況が確認できた。そのため，「心身に及ぼす変化や，
生活行動および健康にきたしている状態の変化」は，そ
の後の二国間文化のジレンマにおける「二国間文化のジ
レンマの対処」にも関連していると解釈できた。
　個人，家族，友人・知人および医療職者の側面による
要因は，「二国間文化のジレンマの原因」「二国間文化の
ジレンマの認識」と「二国間文化のジレンマの対処」に
関連していることが確認された。
　さらに，二国間文化のジレンマを経験したことによっ
て得られた「体験の意味づけ」は，本人の経験として「本
人の側面」にフィードバックされ蓄積されていると解釈
された。
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Ⅵ．考　察
　ここでは，本研究によって新たに導かれた概念と，文
献による再考が必要な概念，および開発された研究枠組
みの有用性について述べる。
１．本研究で新たに導かれた概念
　理論的に構成した枠組みを用いて帰納的分析を行った
結果，「二国間文化のジレンマの原因」から対象が「二
国間文化のジレンマの認識」をし，その認識によって「二
国間文化のジレンマの対処」が行われ，その結果「心身
に及ぼす変化や，生活行動および健康にきたしている状
態の変化」が生じていた。そして，「心身に及ぼす変化
や，生活行動および健康にきたしている状態の変化」の
データには，対象が夫や実母などのサポートを受けなが
ら，対象自身の力で嫌いな食品を好んで摂取できるよう
になったり，嫌いだった食品の良さに気づき，子どもに
その食品を勧めたり，新生児の沐浴の安全性に気づくな
どのように，自身で対処できた自信や新しい気づきを獲
得していた。そして，サポートしてくれた周囲の人たち
への感謝や尊敬の気持ちが深まるなどのように，自身の
体験の意味づけがなされていることが明らかになった。
このことが検証されたことにより，「心身に及ぼす変化
や，生活行動および健康にきたしている状態の変化」を
受けて「体験の意味づけ」の概念が新たに導かれた。
　そして，この「体験の意味づけ」は，本人の経験とし
て関連要因「本人の側面」にフィードバックされ蓄積さ
れていることが明らかになった。
２．文献による再考が必要な概念
　関連要因の検証により，本人，家族，友人・知人およ
び医療職者の４側面の要因が確認できたが，本人の側面
の下位概念を修正した他，家族，友人・知人および医療
職者の側面において，新しい下位概念が明らかになった。
　しかし，関連要因「医療職者の側面」において，保健
医療職者の研修会，住民同士による交流会，他機関との
連携協働については，３事例のデータから確認できな
かった。在日外国人女性への育児支援を行うにあたり，
母子保健担当者や母子保健推進員などの関係機関と連携
協働するための研修会を開催し，他機関と連携協働し育
児支援体制を構築したり21），育児支援体制の一環として，
母子保健推進員やボランティアなどと連携した外国人同
士のつどいを開催したりする22）23）などは，在日外国人
女性への育児支援サービスとして不可欠な資源であると
考えられるため，事例のデータからは確認できなかった
が，下位概念として包含する必要があると考える。
　前述の１および本項の内容を踏まえ，本研究によって㑐ㅪⷐ࿃㩷ੑ࿖㑆ᢥൻ䈱䉳䊧䊮䊙䈱ේ࿃㩷 ੑ࿖㑆ᢥൻ䈱㩷䉳䊧䊮䊙䈱⹺⼂㩷䊶໧㗴䈱ฃ䈔䈫䉄䈫ୃᱜ㩷
䊶ኻಣ䈮㑐䈜䉎⠨
䈋䈫ୃᱜ㩷
ੑ࿖㑆ᢥൻ䈱㩷
䉳䊧䊮䊙䈱ኻಣ㩷
䊶ᔃℂ⊛⧰∩䈱シᷫ
䊶⋥ធ⊛⸃᳿㩷
૕㛎䈱㩷
ᗧ๧䈨䈔
ᧄੱ䈱஥㕙㩷⇣ᢥൻ䈻䈱ㆡᔕ᧦ઙ䋨ᐕ㦂㪃಴り࿾ၞ㪃⡯ᬺ㪃࿷ᣣᦼ㑆㪃࿷⇐⾗ᩰ㪃⸒⺆㪃ᢎ⢒㪃ක≮଻㒾ട౉㪃⚻ᷣ⁁ᴫ㪃ቬᢎ㪃䉮䊚䊠䊆䉬䊷䉲䊢䊮⢻ജ㪃⚿ᇕ䈱േᯏ䋩㩷಴᧪੐䈱㊀ⷐᕈ䊶ାᔨ䊶ஜᐽ⁁ᘒ䊶‛੐䉕ᚑ䈚ㆀ䈕䉎ᵴജ䊶⢐ቯ⊛䉅䈱䈱⷗ᣇ䊶໧㗴⸃᳿䈱䈢䉄䈱⍮⼂䈫ᛛⴚ㩷 ኅᣖ䈱஥㕙㩷ᄦ䋨⡯ᬺ㪃⚻ᷣ⁁ᴫ㪃ାᔨ㪃⢒ఽ䈱⋧⺣ᓎ㪃⢒ఽ䈱ᖱႎḮ㪃ᔃ䈱ᡰ䈋㪃䋩㩷Უ࿖ኅᣖ䋨⢒ఽ䈱⋧⺣ᓎ㪃⢒ఽ䈱ᖱႎḮ㪃ᔃ䈱ᡰ䈋䋩ᣣᧄੱኅᣖ䋨⇣ᢥൻℂ⸃ᐲ㪃ାᔨ㪃⢒ఽ䈱ᖱႎḮ㪃ᔃ䈱ᡰ䈋㪃䋩㩷 ෹ੱ䊶⍮ੱ䈱஥㕙㩷ห࿖෹ੱ䋨⢒ఽ䈱⋧⺣ᓎ㪃⢒ఽ䈱ᖱႎḮ䋩㩷ᣣᧄੱ䈱෹ੱ䋨ᔃ䈱ᡰ䈋㪃⢒ఽ䈱ᖱႎḮ䋩㩷 ක≮⡯⠪䈱஥㕙㩷េഥ⠪䋨଻ஜක≮䉰䊷䊎䉴䈮㑐䈜䉎⍮⼂㪃䉮䊚䊠䊆䉬䊷䉲䊢䊮⢻ജ㪃⇣ᢥൻℂ⸃ᐲ㪃ᔃ䈱ᡰ䈋䋩೑↪น⢻䈭⢒ఽᡰេ䉰䊷䊎䉴⾗Ḯ䋨⋥ធ⊛䈭଻ஜ䉰䊷䊎䉴㪃ᄖ࿖ 䊌䊮䊐䊧䉾䊃╬䈱ᵴ↪㪃଻ஜක≮⡯⠪䈱⎇ୃળ㪃૑᳃ห჻䈮䉋䉎੤ᵹળ䇮ઁᯏ㑐䈫䈱ㅪ៤ද௛䋩㩷ᔃり䈮෸䈿䈜ᄌൻ䉇 ↢ᵴⴕേ䈍䉋䈶ஜᐽ䈮䈐䈢䈚䈩䈇䉎⁁ᘒ䈱ᄌൻ㩷
図２　在日フィリピン女性の妊娠，出産および育児に伴う
ジレンマの特徴を検討するための研究枠組み
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開発された研究枠組みを図２に示す。
３．本研究で開発された研究枠組みの有用性
　在日外国人女性の育児上のストレスや不安に関する先
行研究31）32）では，対象が来日後初めて体験することに
よる，食生活の違いに伴う困難，出産方法の違いによる
出産への恐怖，具体的な育児方法がわからないなどの
様々な育児上のストレスや不安が明らかになっている。
そして，これらの育児上のストレスや不安に対して，看
護職者による対象個々に応じた相談援助が行われてい
る。また，悩みを相談できる人がいない，言葉の問題か
ら相談先がわからない在日外国人女性に対して，看護職
者による同じ悩みを抱える者同士の仲間づくりを進める
ためのつどいを開催するという援助が行われている24）25）
ように，今までは育児上のストレスや不安に対し，これ
らを解消，軽減するための育児支援が行われてきた。
　これに対し，本研究は対象の経験するジレンマに焦点
をあててその特徴を検討したことによって，対象の自信
の獲得や育児に関する新しい気づきとして「体験の意味
づけ」が新たに導かれた。このことから，在日外国人女
性への育児支援の際，対象が育児上の困難や不安を解決
できるための援助を行うだけでなく，対象が困難や不安
を対処することにより対象自身が新しい能力を獲得し，
その新しい能力を用いることで積極的に育児に取り組め
るようになることを視野に入れた援助の可能性や必要性
への示唆が得られた。看護職者が対象の困難や不安への
対処を支え，本人の育児に対する自信や気づきを育むこ
とにより，対象の育児対処能力を高め，対象が主体的に
育児を行っていくことができると考える。バンデューラ
の自己効力理論でも，成功する体験が個人の自己効力感
を高め，強い信念をつくりあげると示されている26）。
　本研究によって開発された研究枠組みは，在日フィリ
ピン女性へのインタビューデータを用いた帰納的分析に
よって開発されたものである。そのため，他の国籍をも
つ在日外国人女性への適用に限界があると考える。今後
は，本研究で開発された研究枠組みを実践の場へ適用し，
実際の育児支援に活用し，その有用性を検証していく必
要があると考える。
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DEVELOPMENT OF A FRAMEWORK OF BILATERAL CULTURAL DILEMMAS THAT 
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 The purpose of this study was to develop a framework for examining the characteristics of bilateral cultural dilem-
mas that Philippine mothers living in Japan for short periods had during the term of their pregnancy, child birth and 
raising, in order to support their independence. 
 First, the review of literature was done to investigate the concepts relevant to dilemma and the factors relating to 
dilemma and coping. By combining these concepts with factors relating to dilemma and coping, the theoretical frame-
work was constructed. Then qualitative analysis was used to verify the theoretical framework through the interview data 
of three Philippine mothers.
 As a result, “Causes of bilateral cultural dilemmas” influenced “Realization of bilateral cultural dilemmas”, and 
“Coping for bilateral cultural dilemmas” was practiced.  Also, these three concepts were related with factors of the sub-
jects, family, friends/acquaintances, and medical staffs. “Coping for bilateral cultural dilemmas” lead to “Influence to 
body and mind/ changes in state of health and living behavior”. In addition, “Meaning of experiences” as the subjects’ 
confidences and awareness for their pregnancy, child birth and raising which was found in this framework, and it was 
considerably relevant to the subjects and accumulated as the subjects’ own resources.
